
令和 2年度 庄原DMO事業報告 R2年度事業 

１．マーケティング事業 

【目的】 

・ 庄原観光の実態、観光客の動態やニーズを把握し、戦略に活かす。 

 

【事業概要】 

①観光実態調査 

・ 道の駅等交流拠点施設（３カ所）対面アンケート（410人） 

・ 宿泊施設（11カ所）自記式アンケート（５７６人） 

②ＷＥＢマーケティング 

・ WEBサイト（庄原観光ナビ）・SNSのアクセス解析 

③観光客動態分析調査整備 

・ 道の駅等交流拠点施設（３カ所）にセンサーデータを設置 

 

【調査結果】 

・ 観光客の満足度は、「満足」が 43.4％、ついで「やや満足」が 36.5％ 

・ リピーター率は 71％、来訪回数は、「10回目以上」が 35.3％。 

・ 観光客の属性は、広島県内が最も多く 64.2％、年齢は「60代」が 22.4％、ついで「40 代」

（20.3％）などの順となっている。 

・ 旅行の同行者は、「夫婦・カップル」が 39.8％、ついで「中学生以下の子どもを含む家族」

（19.5％）、「友人・知人」（14.1％）などの順となっている。 

・ 情報源は、「以前来訪した際の自身の経験」が 51.5％と最も高く、ついで「その他インターネ

ットの情報」18.9％、「家族や友人知人からの紹介・推奨」16.2％などの順となっている。 

・ 旅行の目的は、「買物」、「宿泊（キャンプなど）」がともに 13.3％と高く、ついで「紅葉・自然」

（13.2％）、「観光」（11.3％）などの順となっている。 

・ アウトドア（自然、公園、山、キャンプ）や道の駅への興味が高く、体験型観光ニーズが高い。 

 

【成果】 

・ 観光客の満足度やリピーター率、属性等が把握できた。 

・ 調査業務の内製化が図れるよう、調査・集計等のマニュアルを作成した。 

 

【課題】 

・ 効果的な観光マーケティングの確立 

 

【今後の方向性】 

・ 観光マーケティングを内製化し、持続可能な仕組みを構築する。 

・ 県観光連盟（HIT）等と連携し、効果的で効率的なマーケティング手法を確立する。 

・ 調査分析を戦略や各事業に活かし、新たなマーケットを創る。 

・ マーケティング情報を会員等と共有し、サービス改善につなげる。 



２．プロモーション事業 

【目的】  

・ 庄原観光の魅力の可視化（見える化） 

・ 庄原観光の認知度向上、誘客促進 

・ 庄原観光のブランドイメージの構築 

 

【事業概要】 

①広報媒体の制作 

・ 公式観光サイト「庄原観光ナビ」 

・ 観光ガイドブック 

・ プロモーション動画（秋・冬） 

・ 顧客ニーズの早期回復（ポスター・動画） 

②広告 

・ WEBマガジン（ひろしま子育て情報サイト、広島ニュース「食べタインジャー」） 

③オウンドメディアの運営（WEBサイト、SNS） 

④旅行会社等へのセールス 

⑤エクスカーション（視察受入→商品造成→誘客促進） 

⑥道の駅情報コーナーの充実 

⑦雪山誘客促進事業 

⑧イベントでの観光ＰＲ 

 
 

【成果】 

・ 広報媒体の制作など、オウンドメディアの基盤が構築できた。 

・ レスポンシブルデザインを採用し、スマホでもWEBサイトが見やすくなった。 

 

【課題】 

・ WEBサイト・SNSのアクセス向上 

 

【今後の方向性】 

・ オウンドメディアの魅力化を図るとともに、関係団体等と連携して、WEB サイト・SNS のアク

セス数の向上を図り、オウンドメディアの価値を向上させる。 

 



３．マネジメント事業 

【目的】 

・ 学ぶ（観光人材の育成） 

・ ささえる（観光事業者等の課題解決支援） 

・ つなげる（観光事業者等の連携・マッチング支援） 

・ 受入環境整備 

 

【事業概要】 

①観光人材の育成 

・ マーケティングセミナー 

・ WEBを活用した PRセミナー 

②会員制度の普及 

③二次交通アクセスの改善 

  

 

【成果】 

・ デジタルプロモーション等の人材育成 

・ 17会員入会 

 

【課題】 

・ 観光事業者等とのネットワーク構築 

 

【今後の方向性】 

・ 「学ぶ、ささえる、つなげる」をテーマに、観光事業者や関係団体など多様な関係者を巻き込

み、ネットワークを構築する。 

・ Eバイクのレンタサイクルの仕組みを構築し、二次交通アクセスの改善を図る。 

 

 

 

 

 

 



４．着地型観光推進事業 

【目的】 

・ 魅力ある観光プロダクトの開発・ブラッシュアップ 

・ 目的地として選ばれる受入環境整備 

 

【事業概要】 

①体験プログラム開発・販売促進 

・ アドベンチャーツーリズム、パワースポット、フォトツーリズム調査 

②着地型観光ツアー開発・販売促進 

・ サイクルツーリズム調査 

③インストラクター・ガイドの養成 

・ 添乗員養成講座 

④体験型教育旅行誘致 

・ 探求学習（SDGｓ）プログラム開発 

⑤滞在プランの開発・販売促進 

・ ワーケーションの商品開発 

・ 農泊コンテンツ開発 

⑥研修・合宿の誘致 

・ アスリートフードメニューの開発 

  

【成果】 

・ サイクルツーリズムやワーケーションなど、新たな観光プロダクトの開発に向けて、さまざまな

知見が得られた。 

 

【課題】 

・ 観光プロダクトの量の不足 

・ 自主財源の確保の仕組み 

 

【今後の方向性】 

・ 観光プロダクトの量と質の充実を図る。 

・ 手数料収入など、自主財源の確保に向けた仕組みを構築する。 

 



５．地域商社事業 

【目的】 

・ 「食」を切り口とした観光誘客 

・ 魅力ある地域産品の開発・ブラッシュアップ 

・ 地域産品の販売促進 

 

【事業概要】 

①庄原フードツーリズム 

・ フードツーリズムの魅力発信（特集記事） 

②特産品販売促進 

・ 道の駅 VMD研修 

・ 特産品 8品目開発・ブラッシュアップ 

③地産外商 

・ お取り寄せグルメの PR（特集記事） 

 

 

 

【成果】 

・ 特集記事をWEBサイト「庄原観光ナビ」に掲載し、食の魅力が可視化できた 

・ 新たな地域産品の開発・ブラッシュアップができた。 

 

【課題】 

・ 地域産品の販路（流通）拡大 

 

【今後の方向性】 

・ ネット通販サイトの運営など、地域産品の販売促進を図る。 

 



６．旅行業事業 

【目的】 

・ 庄原観光のプロモーション（認知度拡大、誘客促進、ファンづくり） 

・ 庄原観光の周遊（滞在）モデルルートの提案 

・ 二次交通アクセスの改善（満足度向上） 

 

【事業概要】 

①着地型観光ツアーの販売 

・ やまなみバスツアー、芸備線庄原ライナーツアー 

②ラフティング体験の販売 

  

 

【成果】 

・ バスツアー 27本、384人（比婆牛グルメと芸備線のマッチング） 

・ ラフティング 158人 

 

【課題】 

・ 新型コロナウイルス感染拡大によるバスツアーの減少 

・ 収益性の確保 

 

【今後の方向性】 

・ 「今だけ、ここだけ、あなただけ」のオーダーメイドな受注型企画旅行商品の開発に取り組む。 

・ 庄原観光ナビにOTAを構築し、旅行商品の流通を促進させる。 

 

 

 



７．受託事業 

【目的】 

・ 観光事業者・団体等の支援 

・ 自主財源の確保 

 

【事業概要】 

①古民家ステイズの管理運営 

②団体事務局の受託 

・ 庄原市さとやま体験交流協議会 

・ しょうばら花会議 

③DMO設立支援 

④庄原市宿泊割引等支援 

  

 

【成果】 

・ 季刊誌「Garden&Garden Summer 2021 夏号 vol.77」に庄原さとやまオープンガー

デンが掲載 

 

【課題】 

・ 収益性の確保 

 

【今後の方向性】 

・ 庄原 DMOの強みを活かした新たな事業の受託について、可能性を探る。 

 

 

 

 

 



【令和 2年度事業の総括】 

・令和 2 年度は、新型コロナウイルスの感染拡大による移動の自粛や休業要請など、観光事業

者の経営状況が悪化した。そのため、コロナ禍におけるマイクロツーリズムの推進や、国の

GOTOキャンペーンに連動した誘客施策など、早期需要回復に向けた取り組みを進めた。 

・また、新型コロナウイルスの感染拡大により、アウトドアアクティビティやワーケーションのニー

ズに対応する新たな観光プロダクトの開発に向けて取り組んだ。 

・公式観光サイト「庄原観光ナビ」のリニューアルなど、今後のマーケティング・プロモーションの

基盤となるオウンドメディアを整備した。 

・今後においても、民泊型修学旅行やバスツアーの中止など、コロナ禍における観光誘客は厳

しいことが予測されるが、「密を避けた近場の旅行のニーズ」は本市にとってチャンスと捉え、ア

フターコロナに向けて、マーケティングに基づく魅力ある観光プロダクトの開発、流通の拡大、

魅力の可視化、ファン・リピーターの拡大、自主財源の確保などに重点的に取り組む必要があ

る。 

 


